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論文審査の要旨

高齢者がADL を維持するには、手段的ADL(IADL ）の低下予防が重要とされている。

本研究は、大規模前向きコホート研究により、高齢者のスポーツ活動と文化的趣味活動

の実施が、その後の ADL 低下に及ぼす独立した影響と、両者の交互作用の検討を行っ

たものである。

分析の結果、スポーツ活動や文化的趣味活動を行う高齢者は、 IADL 低下のリスクが

有意に低く、性、年齢、 BMI 、喫煙習慣、飲酒習慣、既往歴（心筋梗塞、高血圧等）、

独居、うつ症状（GDS ）、認知機能（MMSE ）といった交絡因子と独立していた。

また、両方の活動を実施しない者、どちらか一方を実施する者、両方を実施する者を比

較した分析から、両方を実施することでIADL リスクがより低くなる有意な交互作用を

認めた。

公聴会においては、審査者の質問である知的能動性に有意差がでない理由として

MMSE などの認知症試験を調整因子としたことをあげられ的確に返答した。また、主要

因子聞に共線性はなし1かといった質問に対し、 VIF により適切に確認しているとの回答

があった。

本研究により高齢者における IADL の軽減が得られることが期待され、予防医学の発

展に寄与するものと考えられる。

以上より、公聴会における質疑も適切であり学位を授与するに相応しい研究と考える。
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに疫学の進歩に寄与するところ

が大きいと認める。
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